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イスラエルの長年にわたる国際法違反、パレス
チナ人拘留者の人質としての地位、そして解決
への道
数十年にわたり、イスラエルは国際法とパレスチナ人拘留者の人権を侵害する行為を行い、彼
らを罪状なしで恣意的に拘留し、拷問や性的暴力などの重大な虐待を加えてきました。これら
の拘留者は、正当な法的手続きなしに恐ろしい条件下で拘束されており、その拘留の強制的か
つ恣意的な性質から人質として分類されるべきです。イスラエルは、恣意的な拘留の慣行を停
止し、パレスチナ人拘留者を解放し、国際的な法的基準を遵守することで、ハマスに拘束され
ている自国民の人質の解放を確保し、攻撃の可能性を減らし、紛争の根本原因に対処すること
ができます。

国際法と人権の数十年にわたる違反
イスラエルによる行政拘留の使用—罪状や裁判なしに個人を拘束すること—は数十年に及び、
国際法の明白な違反です。世界人権宣言（UDHR）は自由の権利（第9条）と公正な裁判の権利
（第10条）を保証し、イスラエルが1991年に批准した市民的及び政治的権利に関する国際規約
（ICCPR）は、第9条と第14条でこれらの権利を強化しています。占領国としてのイスラエルに
適用される第四ジュネーブ条約は、占領地での裁判なしの拘留を制限していますが、イスラエ
ルの行政拘留の日常的な使用はこれらの基準に違反しています。国連の恣意的拘留に関する作
業部会は、特に透明性の欠如と拘留者の法的救済の欠如から、この慣行を一貫して恣意的と分
類しています（国連人権事務所）。

この慣行の規模は驚くべきものです。2023年10月7日以前には、約1,300人のパレスチナ人が行
政拘留されており、2025年初頭までにその数は3,400人以上に急増しました（アッダミール統
計）。歴史的データはこれが新しい現象ではないことを示しています。2015年のダニエル・J・
N・ヴァイシュトの研究は、2005年から2012年にかけての体系的な虐待を記録し、数千人の拘
留者の中で60件の性的拷問の事例を指摘し、長期にわたるパターンを示しています（DOI:
10.1016/j.rhm.2015.11.019）。2024年の国連委員会は、これらの慣行をその体系的な性質から
戦争犯罪および人道に対する罪として分類しました（国連委員会）。

拘留者への重大な虐待
パレスチナ人拘留者は想像を絶する状況に耐え、拷問、性的暴力、屈辱に直面しており、これ
は拷問禁止条約（CAT）およびICCPR第7条を違反し、残酷で非人道的または品位を傷つける扱
いを禁止しています。2015年の研究は、強制的な裸体、口頭での性的嫌がらせ、性器への圧迫
や鈍器によるレイプなどの身体的攻撃を詳述しました（ヴァイシュト、2015）。2023年10月7日
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以降、虐待はエスカレートしました。報告書は、肋骨の骨折を引き起こす殴打、電気ショッ
ク、ウォーターボーディング、火傷、物体や犬によるレイプを記録しています。キリヤト・ア
ルバ警察署の女性拘留者は目隠しされた状態でレイプの脅迫を受け、国連の専門家は2024年8
月までに拘留中の53人の死亡を虐待によるものとして報告し、検死で拷問の痕跡が明らかにな
りました（アムネスティ・インターナショナル; 国連専門家）。

屈辱的な戦術は広範で、拘留者を裸にすること、彼らに小便をかけること、イスラエルの歌を
歌うことや点呼時にひざまずくことなどの屈辱的な行為を強制することが含まれます。これら
の状況は、2025年3月までに14歳の子供にも影響を与え、人間の尊厳と国際法の体系的な無視
を示しています（DCIP）。

パレスチナ人拘留者としての人質
罪状、裁判、または有罪判決の欠如と、彼らの拘留の強制的な性質を考慮すると、パレスチナ
人拘留者は囚人ではなく人質として分類されるべきです。1979年の人質取り締まりに関する国
際条約は、人質を第三者を強制するために拘束された個人と定義していますが、この用語は、
個人を政治的または安全保障上の目的で恣意的に自由を奪う国家の慣行にも修辞的に適用でき
ます。パレスチナの抵抗を抑圧するために使用され、しばしば自白を強要するために拷問を含
む行政拘留は、この枠組みに適合します。体系的な虐待—屈辱と品位の低下を意図したもの—
は、人質取りに典型的な強制的な意図と一致しています。アムネスティ・インターナショナル
などの人権団体は、これらの拘留を恣意的と表現し、ガザで拘束されている人質と類似点を描
き出していますが、法的な用語は避けています（アムネスティ・インターナショナル）。彼らを
人質と呼ぶことは、イスラエルの行動の違法性と倫理的重大性を強調し、合法的な投獄と区別
します。

解決への道：パレスチナ人拘留者の解放と恣意的拘留の終了
イスラエルは、パレスチナ人の不満の根本原因である恣意的拘留と虐待に対処することで、ハ
マスに拘束されている自国民の人質の解放を確保し、攻撃の可能性を減らすことができます。
ハマスの人質取りは、人質条約の下で違法ではありますが、相互解放の交渉を明確に目的とし
ており、2011年のギラド・シャリート取引（1人のイスラエル兵士に対して1,027人のパレスチ
ナ人囚人）や2023年11月の停戦合意（105人の人質に対して240人のパレスチナ人拘留者）に
見られるように（ガーディアン; CNN）。2024年10月時点で、ガザには97人のイスラエル人人質
が残っており、ハマスはより広範な囚人交換を求めています（CNN）。3,400人以上の行政拘留
中のパレスチナ人拘留者を解放することで、イスラエルは相互解放を促進でき、ハマスがこれ
らの条件で交渉する意欲を示しているためです。

さらに、恣意的拘留の慣行を終了することは、パレスチナの戦闘性の主要な推進力を対処しま
す。2023年10月7日の攻撃は、1,200人を殺害し、251人の人質を取り、その一部はパレスチナ
人拘留者の多さ—2024年4月までに9,500人以上、多くが罪状なしで拷問的な条件下で拘束され
ている—によって動機づけられました（アルジャジーラ）。この体系的な不正は憤りと暴力を煽
り、ハマスのようなグループは拘留者の苦境を利用して攻撃を正当化します。行政拘留を終了

https://www.amnesty.org/en/latest/news/2023/11/israel-opt-horrifying-cases-of-torture-and-degrading-treatment-of-palestinian-detainees-amid-spike-in-arbitrary-arrests/
https://www.ohchr.org/en/press-releases/2024/08/israels-escalating-use-torture-against-palestinians-custody-preventable
https://www.dci-palestine.org/israeli_forces_issue_administrative_detention_order_against_youngest_palestinian_child_on_record
https://www.amnesty.org/en/latest/news/2025/02/release-of-civilian-hostages-held-in-gaza-and-arbitrarily-detained-palestinians-must-be-immediate-and-not-hinge-on-ceasefire-negotiations/
https://www.theguardian.com/world/2011/oct/18/israel-hamas-gilad-shalit-palestinians
https://www.cnn.com/2024/10/07/middleeast/israel-hamas-war-october-7-anniversary-mime-intl/index.html
https://www.cnn.com/2024/10/07/middleeast/israel-hamas-war-october-7-anniversary-mime-intl/index.html
https://www.aljazeera.com/news/2024/4/17/palestinian-prisoners-day-how-many-palestinians-are-in-israeli-jails


し、国際法を遵守し、合法的に拘束された個人の人道的扱いを確保することは、こうした攻撃
のインセンティブを減らし、紛争の主要な不満に対処します。

反論とその反駁
イスラエルは、行政拘留が安全保障のために必要であり、疑わしい脅威を拘束することで攻撃
を防ぐと主張するかもしれません。しかし、正当な法的手続きの欠如、秘密の証拠、体系的な
虐待はこの正当性を損ないます。国連と人権団体は、子供を含む多くの拘留者が信頼できる脅
威ではないことを記録し、この慣行はしばしば活動家や市民を集団的懲罰の形で標的にしてい
ます（B’Tselem）。さらに、虐待の規模—拷問、性的暴力、拘留中の死亡—は、CATおよび
ICCPRの下での不可侵の権利を侵害するため、どのような安全保障の口実でも正当化できませ
ん。拘留者を解放し、拘留慣行を改革することは、国際法を遵守するだけでなく、ハマスのよ
うなグループの物語を弱め、拘留者問題を通じて支持を集める能力を減らします。

結論
イスラエルの数十年にわたる罪状なしの恣意的拘留の慣行は、パレスチナ人拘留者への拷問、
性的暴力、屈辱と相まって、UDHR、ICCPR、CAT、ジュネーブ条約に記載された国際法と人権
の重大な違反を構成します。これらの拘留者は、強制的かつ非人道的な条件下で拘束されてお
り、その拘留の違法性と倫理的重大性を反映するために人質として分類されるべきです。これ
らのパレスチナ人人質を解放し、恣意的拘留を終了することで、イスラエルはハマスに拘束さ
れている自国民の人質の解放を確保でき、過去の相互解放の合意で示されているように、拘留
者の扱いに対する不満によって引き起こされる攻撃の可能性を減らせます。このアプローチ
は、イスラエルを国際的義務に適合させ、紛争の根本原因に対処し、より公正な解決への道を
開きます。
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